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学生が教育現場でそれらの体験を生かし、新
たな活動に展開することのできるような授業
構成ができないかと考えた。
　澤田（2001）は『日本音楽を学校で教える
ということ』の中で、「日本音楽の「つくる」
活動を本来的に含み込んだ学習活動、すなわ
ち包括的な学習をおこなうことが可能であり、
またそうすべきなのである」と述べており、
その活動には、①伝統的な音楽様式に基づく
活動、②伝統的な音楽様式に基づきつつ、創
造的な萌芽を含めた活動、③伝統的な様式に
縛られない活動の３つのレベルが考えられる
としている。
　本研究ではこの②を視座に、教員養成課程
における「初等教科教育法（音楽）」及び「保
育内容の研究（表現─音楽）Ⅰ」の中で、長
唄を唄う体験を通してその唄い方の特徴に注
目させ、「うたう」ことについての意識を深め
ること、そしてその学びを新しい活動に応用
し、表現の幅を広げていくことをねらいとし
た。
１．研究の背景と目的
　平成10年及び平成20年の中学校学習指導要
領で和楽器の学習１）について明示されたこと
により、学校現場での和楽器を用いた実践や
伝統的な音楽についての取り組みが数多く見
られるようになってきた。しかし、大学の教
員養成課程においては日本の伝統音楽の指導
について未だその取り組みが十分に行われて
いるとはいえない現状がある。「平成12年に
は教員免許法に和楽器ならびに伝統的な歌唱
が必修として加えられた。」２）こともあり、
教員養成課程で日本の伝統的な音楽の指導を
どのように構成していくか考えることは喫緊
の課題である。教員養成課程における日本の
伝統的な音楽の指導については嶋田（2004）３）、
山田（2008）４）、尾藤（2008）５）などの研究
があり、これまでの寺田の高等学校における
実践（寺田2004）６）からも、学生が授業の中
で伝統的な音楽を体験することの重要さは明
らかなことである。それを踏まえ、伝統的な
音楽の体験だけにとどまらず、教職を目指す
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　その結果、グラフで示したように、ほとん
どの学生が小・中学校いずれかで和楽器の体
験をしており、歌舞伎、能などの鑑賞も行わ
れていたことがわかった。体験した楽器の中
で多かったものとして、太鼓、筝、三味線が
挙げられる。しかし、わらべうたや民謡、長
唄など日本の伝統的なうたの学習経験は和楽
器の体験に比べて多いとは言えず、その多く
が小学校でうたったわらべうたのいくつかを
覚えている程度のものであった。また、日本
の伝統的なうたについてのイメージ及びうた
い方について自由記述させたところ、多かっ
たものとして、‘ゆったりしている’、‘暗い’、
‘少し恐い’などイメージに関するものや、‘一
つの音を長く伸ばす’、‘こぶしがきいている’
などのうたい方に触れた回答が見られた。具
体的な曲名としては「かごめかごめ」「はな
いちもんめ」「あんたがたどこさ」「ちゃつぼ」
など遊びと一体になったわらべうたが多く挙
げられた。
　このことから、和楽器体験や伝統音楽の鑑
２．研究の方法
　研究の方法は実践的方法をとる。2014年５
月～６月に「初等教科教育法（音楽）」及び「保
育内容の研究（表現─音楽）」を履修する学
生を対象に行った実践から、振り返りシート
をもとに分析考察する。「初等教科教育法（音
楽）」では長唄を唄う実践の後、小学校低学
年の日本の歌を題材とした指導案づくりを行
い、模擬授業を行った。また「保育内容の研
究（表現─音楽）Ⅰ」では、長唄の実践と並
行して、おはなしのふしを考える活動を行っ
た。
３．実態調査（日本の伝統的な音楽の学
習経験）
　実践を行うに当たり、対象学生の小・中学
校での和楽器体験や伝統音楽の鑑賞の有無及
びわらべうたや民謡など日本のうたに関する
学習の有無等についてアンケート調査を行っ
た。
【小・中学校の音楽の授業での経験について】
Ⅰ．和楽器の体験や日本の伝統的な音楽について鑑賞しましたか。
３．興味を持ちましたか。２．何を鑑賞しましたか。１．何を体験しましたか。
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楽づくりの活動を行った。そして、伝統的な
日本のうたのひとつとして長唄「供奴」の実
践に入った。ここでは、長唄について簡単に
説明した後「供奴」の初めの部分を映像で鑑
賞し、授業者について歌詞を唱える、歌詞の
説明を聞き再度音読する、唄う部分をCDで
聴く、その後、授業者のあとについて真似て
唄うという流れで行った。全体で唄うだけで
なく、グループに分かれて発表しあい、お互
いに聴きあう活動も取り入れた。最後に長唄
「供奴」を鑑賞し、最初に聴いたときと比較
して自分の中で変化があったかなど振り返り
シートに記入させた。この後、これらの経験
を生かす活動として日本の歌を題材とした授
業展開を考える活動を行った。取り上げる曲
は小学校１年生から４年生までの歌唱教材
「かくれんぼ」「うさぎ」「さくらさくら」「こ
きりこ」そのほかわらべうたも含め、グルー
プごとに授業展開を考え、模擬授業を行った。
賞についての学習はこれまでより進められて
いるものの、日本のうたの学習への取り組み
はあまり行われていないことがわかった。
４．実践の概要
【実践１】
「わらべうたで遊ぶ活動・声を素材とする音
楽づくり・長唄の体験」
「日本のうたを教材とする模擬授業」
日時：平成26年５月２日～５月30日のうち４
コマ
対象：「初等教科教育法（音楽）」受講者23名
（３年次生）
授業者：寺田
　日本のうたに関心をもたせるために、まず、
知っているわらべうたを挙げさせ、「なべなべ
そこぬけ」や「おちゃらか」などうたいなが
ら遊ぶ活動を行い、小学校１年生歌唱共通教
材「ひらいたひらいた」を教材として寺田が
模擬授業を行った。次に、日本の伝統的な歌
唱の理解として、声明、謡、長唄、民謡など
の比較鑑賞を行い、声を素材として簡単な音
Ⅱ．わらべうたや民謡、長唄などをうたいましたか。
興味を持ちましたか
「初等教科教育法(音楽)」受講者の回答数 19名
「保育内容の研究(表現‐音楽)Ⅰ」受講者の回答数 58名
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いながら、声の応答を楽しんだ。
　「はないちもんめ」を教材としたグループ
は、歌いながら体を動かす楽しさや、地方に
よって歌詞の違いがあることを知ることをね
らいとした。「はないちもんめ」の埼玉バー
ジョンと福島バージョンの歌詞の紹介があり、
自分たちで歌詞をつくるなど音楽づくりへの
展開の可能性があることを知る例となった。
　「うさぎ」を教材としたグループは、歌の
イメージを絵に描く活動を取り入れ、描いた
絵を見せ合い、感じたことを歌に生かすこと
をねらいとした。学生たちは歌を聴きながら
実際に絵を描き、互いの絵から刺激を受けて
歌のイメージがふくらんだという感想が多く
出た。
　学生にとって模擬授業を行うこと自体が初
めてであったので、声の大きさや指示の方法
など授業の進め方について不十分さは見られ
たものの、展開案としては現場で応用できる
ものと考えられる。今後の課題として「うた
う」ことについての学生一人ひとりのとらえ
が深められるような手立てを考えたい。
【実践２】
「長唄の体験」と「お話のふしづくりをする
活動」
日時：平成26年５月22日～６月12日のうち４
コマ
対象：「保育内容の研究（表現─音楽）Ⅰ」
受講者２クラス64名（２年次生）
授業者：寺田　金指
使用絵本：いもとようこ作「ももたろう」 （は
じめてのめいさくえほん14）・甲斐書房
いもとようこ作「ねずみのすもう」（はじめ
てのめいさくえほん５）・甲斐書房
　授業前半を長唄の体験（寺田担当）とし、
（１）わらべうたで遊ぶ活動・声を素材とす
る音楽づくり・長唄の体験
　授業の初めに知っているわらべうたを問う
たところ、ほとんど知らないという学生が多
かったが、「なべなべそこぬけ」などを歌いな
がら遊び始めると、皆楽しく活動し、教室の
空気が一変した。声を素材とする音楽づくり
の活動については初めての経験だったようで、
活動への戸惑いが感じられた。同じ「あ」で
も様々な言い方があり、驚いた時の「あ」と
ため息まじりの「あ」では音色が変わること
を示し、例を実演してみせたが、自分たちで
はなかなか思い浮かばないようであった。そ
してさらにそれら素材の音を音楽にするため
の方法を見出すのに苦労して活動が滞りがち
であった。活動を進めるために音の反復、組
み合わせ、重ねるなどの方法を提示すること
でなんとか作品らしきものができ、互いの発
表によって声の様々な面に気付き、声につい
て関心がもてたようであった。
　長唄の体験は興味を持って取り組み、唄う
ことを通して長唄の唄い方の特徴や唄と三味
線との関わりなど、長唄らしさを生み出して
いるものについて知覚感受し、振り返りシー
トからは長唄及び伝統音楽への関心が高まっ
たことがうかがわれた。体験前は長唄につい
て「興味がない」と答えた学生でも、この体
験によって「ことばが聞き取れるようになっ
た」と答えたのは注目してよいと考える。
（２）日本のうたを教材とする模擬授業
　「かくれんぼ」を教材としたグループは、
かくれる時と探すときの楽しさや問いと答え
を感じて歌うことをねらいとし、教師役が鬼
になってかくれんぼする設定とした。「もう
いいかい」「まあだだよ」を役割を決めて歌
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尋ねたところ、多くの学生がＴＶや学校の鑑
賞教室などで見たことがあると答えたが、長
唄について、あるいはそのことば自体を知っ
ているものはいなかった。
　学生にとって長唄を唄うことは初めての体
験であったが、「供奴」のセリフのような言い
回しをおもしろがったり、正座して唄うとい
授業後半をお話のふしを考える活動（金指担
当）としてふたつの活動を有機的なものとし
てとらえられるよう設定した。
（１）長唄の体験
≪第１回目授業≫
　授業の初めに、歌舞伎を見たことがあるか
表１
第１回　長唄の実践（30分） お話のふしづくりをする活動（60分）
・長唄についての説明
・DVD「供奴」鑑賞（冒頭部分のみ）
・冒頭から「みはぐるまい・」まで、歌詞を唱える。
・プリント配布　歌詞説明後、音読する。
・「供奴」CDを聴く。（冒頭部分のみ）
・授業者のあとについて、唄う。
・振り返りシート記入
・長唄の経験を生かして、「ねずみのすもう」と「ももた
ろう」の“お話のふしづくり”をすることを伝える。（グ
ループ活動）
・音の動きを記録するために、三線の下に文字を印刷し
たシート（下図）を配布する。
・ひとつのお話を３つに分け、グループで分担する。
第２回　長唄の実践（30分） お話のふしづくりをする活動（60分）
・「供奴」歌詞音読（復習）
・「供奴」CDを聴き思い出す
・全員で唄う
・グループに分かれ、歌詞を分担して練習する。
・スマートフォンでYou Tube（杵屋三澄那氏の演奏）を
手本にしてよいことを伝える。
・全体でリレーして唄う。
・振り返りシート記入
・長唄の練習に引き続き、グループに分かれふしづくり
をする。
　（・前回、つくったふしをボイスレコーダーに録音し
たグループは、それを聴き返して意見を言い合ったり、
つくったふしを三線上に記録するために試行錯誤した
りしながら取り組む姿が見られる。）
・中間発表
第３回　長唄の実践と発表会（30分） お話のふしづくりをする活動（60分）
・「供奴」全員で唄う（復習）
・グループで通して唄えるように練習する
　長唄らしくうたうためにはどうしたらよいか話し合
う。分け口を決めるなど唄い方の工夫をする。
・グループごとに発表する。
・全員で唄う
・DVDを見る
・振り返りシート記入
・オルフ楽器やチャイムバ （ーサウンドブロック）の‘レ’
‘ミ’‘ソ’‘ラ’‘シ’を使用してふしづくり
　（・音の動きの拠り所ができたため、より積極的に活
動する姿が見られる。）
第４回 お話のふしづくりと発表会
・ふしづくりを完成させ、発表会
・絵本をスライドで映し出し、グループごとに話をつな
げて発表する。
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長唄らしく唄うために工夫したことや唄と三
味線のかかわりについての気づきを振り返り
シートに記入させたところ、唄うための工夫
として「入りのタイミングに注意し、三味線
の音とずらして入るようにした」「母音をしっ
かりと唄った」「伸ばしの部分の音の変化に
注意した」「ことばをはっきり言うようにし
た」「声の質みたいなものを真似するように
唄った」「より本物に近づけるように唄った」
など、唄い方に関わる重要な点をとらえた記
述が多く見られた。唄と三味線とのかかわり
については「三味線と唄がずれて入っている」
「それぞれが別の動きをしているが、三味線
と唄の音程が合う時があって、それを聞いて
音程をとることができた」など、唄と三味線
それぞれをよく聴いてとらえていた。
≪第３回目授業≫
　グループごとの発表とし、自分たちで工夫
した方法で授業者の三味線と合わせて唄った。
　発表前に、５歳児と小学校低学年のこども
たちによる「供奴」の演奏を聴かせたことは
大変刺激になったようであった。発表は、男
女で歌詞を分担する、セリフを一人で唄う、
一人ずつリレーするなどグループの個性を生
かした方法で、ふしまわしもよくとらえ、学
うことも新鮮だったようで、興味をもって授
業者のあとについて唄おうとする姿が見られ
た。振り返りシートの記述からは、唄ってみ
た感想として「難しかった」が66％、「面白そ
う、少し興味がもてた」が33％で、「興味がも
てなかった」と答えた学生のうち一人は「かっ
こいいと思うが、とても遠い存在のような人
がやっているから」と、全く興味がないわけ
ではないことがうかがえた。また、唄い方に
ついて、「話すように唄っている」「波がある
ような唄い方」「語尾の音の上がり下がりが
はっきりしている」「すっと声をとばしてい
るような感じ」などその特徴をよくとらえて
いた。興味がもてた理由として、「独特なこぶ
し」「普段つかわないようなことばづかいが
楽しい」「初めて唄って、もっと知りたいと
思った」などの記述があった。
≪第２回目授業≫
　グループごとに歌詞を分担して唄う活動を
行ったが、その際にグループ練習の音源が必
要となり、授業者が各グループを見回る間、
スマートフォンを活用してユーチューブから
の動画（杵屋三澄那氏演奏）を見ながら練習
することとした。学生は真剣に画面を見て、
節回しや唄の入り方を繰り返し練習していた。
第 1回目授業
〈寺田の三味線に合わせて全体で唄う〉
第３回目授業
〈グループでの発表〉
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生一人ひとりの身体に唄がしっかりと入った
ことがうかがわれた。最後に「供奴」のDVD
を鑑賞したが、アンケートの結果65％がDVD
を初めに見た時と比べて自分の中に変化が
あったと回答している。多くの学生が初めに
見た時と比べて歌詞が聞き取れるようになっ
たことを実感したようであった。また振り返
りシートの記述から、長唄を唄って自分の中
で変わったこととして「ふしの動きがわかっ
てきた」「声が出るようになった」「歌詞が聞
き取れるようになった」「楽しくなってきた」
「どうすれば長唄のように聞こえるかわかっ
てきた」などの成果がうかがえた。また69％
の学生が「今後機会があれば、歌舞伎などを
見に行きたい」「最初見たときは違和感があっ
たが、今はかっこよく見えて、一度生で観て
みたい」とし、さらに、67％の学生が「今後
機会があれば、民謡など他の種目のうたもう
たってみたい」と答えていた。
　全体を通しての感想の中で「最初は言葉も
難しくてやりたくないと思っていたが、練習
してできるようになってきて楽しくなった」
「今までは西洋音楽ばかりにふれていたが、
これからは長唄や様々な音楽にふれていきた
い」「もっと民謡やわらべうたの知識を増や
して、保育者として役立たせたい」「声の出
し方や、姿勢、唄に入るタイミングが、長唄
には大切だと分かりました」などの記述から、
この実践が学生にとって有意義なものであっ
たことがわかった。
初めて長唄を唄ってみて 長唄について、ＤＶＤを初めに見た時と
比べて、自分の中で感じ方の違いなど、
変化がありましたか
今後機会があれば、歌舞伎などを
見に行きたいと思いますか
今後機会があれば、民謡など他の種目の
うたもうたってみたいと思いますか
３回にわたって長唄をうたい、自分の中で変わったことはありますか
歌詞が聞き取れるようになった
節のうごきがわかってきた
唄の入り方がわかるようになった
どうすれば長唄のようにきこえるのかわかってきた 
声がでるようになってきた
楽しくなってきた 
歌舞伎の見方が変わった
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した。また、メロディーが浮かび上がって
も、それを書いて表現することが難しかっ
たです。音符ではなく、折れ線グラフのよ
うに書くことすら難しかったです。
・３本の線にとらわれてしまうと、一定の音
程しかなくなってしまって、面白さもなく
なってしまいました。
・絵本の会話や文章にリズムをつけて歌にす
るということが、意外に難しく、ロック調
にするとすんなり作れるのが、長唄のよう
に作ったり、オリジナルで考えるとアイ
ディアが何も生まれてこなかった。
・自分たちでは高低差をつけているように感
じていても、実際に唄うと棒読みのように
ずっと同じになってしまったり、自信がな
く声が小さくなってしまう。
≪第３回目授業≫
　どのグループも、ふしづくりに行き詰って
いる姿があったので、オルフ楽器やサウンド
ブロックの３～５音（‘レ’‘ミ’‘ソ’‘ラ’‘シ’）
を使って考えることを提案した。楽器を使っ
たことについて、振り返りシートに次のよう
に書かれている。
・楽器を借りることが出来たので、中間発表
とは全く異なる音になったが、前よりはよ
くなったと感じます。
・音の出る木琴や鉄琴などがあると、やっぱ
り音を作り易いと思いました。
・前回まで全て似たような唄になってしまっ
ていたが、鉄琴（サウンドブロック）を使っ
て作ったことで、上手に音の上げ下げがで
き、とても良い唄になった。
・音があると新しいリズムを考えやすいんだ
なと思いました。様々な音、リズムを表せ
ると思いました。また、抑揚も音があると
（２）お話のふしづくりをする活動
　長唄「供奴」を唄った経験を生かし、“お話
のふしづくり”をした。長唄を唄った経験が
どのように生かされるかを知りたいことから、
教材として日本の昔ばなしの「ももたろう」
と「ねずみのすもう」を選んだ。
　授業形態はワークショップ型として６グ
ループを作り、更にそれぞれの話を３つに分
け、１グループが担当する量を軽減した。
≪第１回目授業≫
　長唄を唄った経験を生かしてお話のふしを
作ることを伝え、記録するために三本線の下
に文字（平仮名）をタイプしたシートを配布
し、グループで協力して考えるように求めた。
三線を使用したのは、ドレミの音階によらな
い音の動きを考えさせたかったためである。
　言葉の抑揚を声に出して確認しながら、三
線上に折れ線で記録することや、スマート
フォンの録音機能を使用して音の記録を残す
ことも認めた。
≪第２回目授業≫
　中間発表で他のグループの作品を聴くこと
で、ふしづくりを進める上での刺激があった
ようであるが、如何に抑揚をつけるか、如何
に言葉のリズムを工夫するかに苦労する姿が
あったことが、毎回授業後に課している振り
返りシートに次のように記述されていた。
・自分たちで物語に音程をつけるのを考える
のがすごく難しくて、グループのみんなで
苦戦しました。全部同じように感じてしま
い、いろいろ変えるのが難しかったです。
・自分たちで作ってみてもやはりむずかしく、
リズム、強弱、抑揚をどのように組み合わ
せるかなど時間がかかりました。
・全くメロディーが浮かび上がらず苦戦しま
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つけやすいなと思いました。
　今回、楽器を使ったことは、暗中模索の状
態に光をあてる一助になったようである。
≪第４回目授業≫
　前半は作品を発表するための練習時間とし、
後半は発表の時間とした。練習では、スマー
トフォンの録音機能を使って録音してあった
音を再生したり、記録した三線のシートを見
ながら唄い方の工夫をしたりする姿があった。
発表は、絵本をプロジェクターで映し出す前
で、正座をして発表した。
　振り返りシートには、試行錯誤しながらも
学びが深まり、ドレミの音階を使ったふしづ
くりでは得られない充実した活動であったと
捉える記述が多くあった。
・文章にリズムや抑揚をつけることで、こん
なに印象が変わるのだと思った。
・自分たちで音程を考えるのがすごく新鮮で
した。
・歌い方も一定の音程で歌っているよりは普
通に物語を読むような感じや、「あ～あ」な
どのばしたりを上手く入れていけるともっ
と日本の唄に近くなると思いました。
・始めは、同じ言葉は同じメロディーにした
方が統一性があってよいかと思われました
が、少しメロディーを変えた方が全体的に
音に抑揚がつき、まとまりができました。
また、同じ音であっても、語尾を少し伸ば
したり、音の出だしを声の大きさを変える
ことも大きな変化となりました。同じメロ
ディーでも唄い方を工夫するだけで別の唄
第３回授業
〈 〈サウンドブロックを使って〉 オルフ楽器を使って〉
おはなしのふしづくりの活動に、
長唄の体験が役立っていますか
第４回目授業
〈グループでの発表〉
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のようでした。
５．考察
　実践２のおはなしのふしを考える活動では、
日本語のイントネーションをどのようにして
ふしにするのかに苦労している姿が見られた。
授業者は、長唄を唄う体験を生かしてふしを
考えることを提案したものの、一部の学生に
は長唄風につくらなければならないと伝わっ
てしまったため、表現の幅を狭めてしまった
のかも知れない。一方、振り返りシートから
は、唄うことを通して長唄の唄い方の特徴や
唄と三味線との関わりなど、長唄らしさを生
み出しているものについて知覚感受し、長唄
及び伝統音楽への関心が高まったことが読み
取れた。更に、アンケートでおはなしのふし
を考える活動に長唄の体験が役立っているか
問うたところ、76％が肯定しており、過去に
経験したことのない“長唄を唄うという体験”
をしたことで、新しい表現の幅が広がったと
感じている学生もいた。この点では、本研究
のねらいである“長唄を唄う体験を通してそ
の唄い方の特徴に注目させ、「うたう」ことに
ついての意識を深めること、そしてその学び
を新しい活動に応用し、表現の幅を広げてい
く”ことができたと言えるだろう。
　今後の課題として、伝統的な音楽に触れる
機会の少ない学生たちに、わらべうたによる
歌遊びなどの経験をした後の活動としてこの
活動を位置付けたり、ふしを考える際に使う
音の選択や記譜法の工夫など、ふしを考える
活動における展開を工夫し、学生が21世紀型
スキル７）を発揮できるような授業環境に向け
て改善していきたい。
注
１）中学校学習指導要領音楽（平成10年）第３指導
計画の作成と内容の取扱い２（４）に「和楽器につ
いては，３学年間を通じて１種類以上の楽器を用
いること。」（抜粋）と示された。平成20年改訂中
学校学習指導要領音楽でも同様に、指導計画の作
成と内容の取扱いにおいて「和楽器の指導につい
ては、３学年間を通じて１種類以上の楽器の表現
活動を通して、生徒が我が国や郷土の伝統音楽の
よさを味わうことができるよう工夫すること。」
（抜粋）と示されている。また、この改訂時から、
歌唱教材の選択に当たって、ア及びイの二つの観
点から取り上げたものを含めることを示している。
ア我が国で長く親しまれている歌曲のうち、我が
国の自然や四季の美しさを感じ取れるものまた
は我が国の文化や日本語のもつ美しさを味わえ
るもの
イ民謡、長唄などの我が国の伝統的な歌唱のうち、
地域や学校、生徒の実態を考慮して、伝統的な
声の特徴を感じ取れるもの
２）日本音楽教育学会編『日本音楽教育事典』（2004）
音楽之友社p.624
３）嶋田由美「教員養成課程における日本伝統音楽
の指導方法に関する研究-「間」を感じて「打つ」
ことを中心として-」和歌山大学教育学部教育実
践総合センター紀要No.14 2004　PP.163-168
４）山田美由紀「伝統音楽の教材化　教員養成課程
での和楽器および日本の伝統的な歌唱の実技指導
─三味線と長唄の実技を通して」東京芸術大学音
楽教育学研究会編 音楽教育研究ジャーナル（29）, 
2008 PP.77-85,
５）尾藤弥生「教員養成における「謡曲」の学習方
法に関する一考察」北海道教育大学紀要（教育科
学編）Vol.58,No.1 （2007）, PP.37-45
６）寺田己保子「高等学校音楽科における日本音楽
の特質を踏まえた指導法についての研究～長唄の
実践を通して～」2004東京学芸大学大学院修士論
文
７）他者との対話の中で、テクノロジも駆使して、
問題に対する解や新しい物事のやり方、考え方、
まとめ方、さらに深い問いなど、私たち人類にとっ
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ての「知識」を生み出すスキル。（P.グリフィン B.マ
クゴー E.ケア編　三宅なほみ監訳『21世紀型ス
キル』北大路書房,（2014）, P.207）
　　子どもが授業の最初に比べて最後に「自分の考
えが変わった、学んだ」と感じられるような教育
を積み重ねることこそが21世紀型スキルの教育で
あり、その連綿と続くダイナミックなプロセスを
記録し振り返り次に活用することが評価であると
いうもの。（P.グリフィン B.マクゴー E.ケア編　
三宅なほみ監訳『21世紀型スキル』北大路書房
（2014）, P.211）
　　今後育成が求められる資質・能力について「21
世 紀 型 能 力 」 と し て、 国 立 教 育 政 策 研 究 所
（2013.3）、文部科学省（2014.3）より関係資料が
出されている。
参考資料
・CD　長唄の美学第１集より『供奴』NHKCD
・DVD　歌舞伎名作選『供奴』NHKエンタープラ
イズ
・YouTube　長唄『供奴』杵屋三澄那
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